
明電次世代GEM 対応
ホスト通信システム
マグニジェムプロ

■　仕様は機能・性能向上などのため変更することがありますのでご了承ください。 
 2008年11月現在

2008-11ME（4.5L）1L

取扱店

MB599-3007A

安全に関するご注意
ご使用の前に、「取扱説明書」又はそれに準ずる資料を
よくお読みのうえ正しくお使いください。
製品の故障、不具合、誤作動によって人命にかかわる設備や損失の発生が予測される
設備への使用に際しては、別途、安全装置の設置などの対策を行ってください。

この製品に関するお問い合わせは情報通信事業部
●　電子機器営業部 〒141-6029　東京都品川区大崎2-1-1 ThinkPark Tower　TEL（03）6420-7610　FAX（03）5745-3058
　　電子機器営業部京都事務所 〒604-0857　京都府京都市中京区烏丸通二条上ル蒔絵屋町280（マニュライフプレイス）　TEL（075）256-5104　FAX（075）256-5102
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本　社　〒141-6029 東京都品川区大崎2-1-1 ThinkPark Tower

項 　　目
ホスト通信インタフェース
ホスト通信メッセージ
GEM

GEM3 00そのほか

モニタ機能
ロギング機能
動作コンピュータ

動作環境

装置接続 I/O
オプション機能

仕　　　　　様
SECS -Ⅰ 及び HSMS-SS
SECS -Ⅱ 準拠
Full GEM  対応（基本性能、拡張性能すべて対応）「SEMI  スタンダード E30 準拠」
E39（OSS）、E98（OBEM）、E40（PM）、E87（CMS）、E90（STS）、E94（CJM）、E116（EPT）、
E99（CID R /W）準拠
HOST通信モニタ・アプリケーションI/Fモニタ・E99通信モニタ
HOST通信ログ・アプリケーションI/Fログ・E99通信ログ
μPORT シリーズ、μPIBOC シリーズ（PC/AT互換機）
Windows2000 Profess ional（Service Pack 4以上）、もしくはWindows XP Profess ional
（Service Pack 1）以上 
シリアル（SECS -Ⅰ を含む）、 PIO、イーサネットなど
装置データロガー機能

基本ソフトウェア

コンピュータ本体
メモリ
ハードディスク空き容量

Windows2000 Profess ional (Service Pack 4 以上)、もしくはWindows XP Profess ional
（Service Pack 1）以上 
Pentium Ⅲ CPU （600MHz 以上）を搭載したパーソナルコンピュータ
256MB 以上
セットアップするために必要なハードディスク空き容量15MB以上

当社ではMAGNIGEM  Proの導入を検討されているお客様に対し、ご希望により導入教育を実施いたします。
また、MAGNIGEM Proを導入なさったお客様に対し、ご要望によりお客様の半導体製造装置に最適なインタフェース
の、ご提案・コンサルティングを実施いたします。
教育・コンサルティングの詳細については、担当営業までお問い合わせください。

■教育・コンサルティング

＊SEMI（Semiconductor Equipment and Material International）
＊SECS（Semiconductor Equipment Communication S tandard）
＊GEM（Generic Equipment Model）
＊HSMS（High Speed SECS  Mess age Service）
＊EPT（Equipment Performance Tracking）
＊OBEM（Object Based Equipment Model）
＊Windows XP, Windows Visual Basic、Visual C++、C♯は米国Microsoft Corp.の商標又は登録商標です。
＊Pentiumは米国Intel Corp.の登録商標です。
＊イーサネットは富士ゼロックス（株）の登録商標です。
＊一般に商品名、社名は各社の商標又は登録商標です。但し、本文中に®及びTMマークは記載しておりません。

■仕　様

■開発マンマシン動作環境



MAGNIGEM Pro は、GEM に準拠した半導体製造装置のホスト通信システム構築を、
短納期・低コストで実現するパッケージソフトウェアです。

発売以来ご好評のMAGNIGEM をOBEM 対応の新エンジンで再構築した、
MAGNIGEM シリーズの最新版です。

・OBEM（E98）に対応したオブジェクトベースのパッケージ
・SECS- Ⅰ、Ⅱ/HSMS /GEM/GEM300/EPTに準拠
・OSS サービス（E39）による装置データの参照/変更が可能
・様々なホスト通信仕様にコンフィグレーションの定義で容易に対応
・各種装置タイプに柔軟に対応可能（固定/内部バッファ、枚葉/パッチタイプ）
・お客様独自のシステム開発（装置制御・ヒューマンインタフェース）が可能
・複数のHOS T、装置と接続するシステム構築が可能
・E99対応キャリアTag R/W通信コンポーネントを標準装備
・EES（Equipment Engineering Sytem）への発展が容易

・SECS- Ⅰ・HSMS通信コンポーネント
・SECS- Ⅱ・GEM・OBEMコンポーネント
・各種モニタ機能
（HOS T通信モニタ、アプリケーションI/Fモニタ、E99モニタ）
・各種ロギング機能
（HOS T通信ログ、アプリケーションI/Fログ、E99通信ログ）

■特　長

・ホスト通信データは、開発ツールを使用して豊富な定義済みデータ
をベースに短期間・低コストで作成可能
・プロジェクト単位でのデータ管理により適用システムごとの構成管
理が可能
・ヒューマンインタフェースは装置メーカ仕様に合わせた開発が可能
・MAGNIGEM Proとお客様作成アプリケーションの各種接続ライブ
ラリを用意（Microsoft Visual Basic/C++/C♯いずれでも開発可能）
・アプリケーションI/Fログにより、デバッグ時の解析を強力にサポート
・複数定義データのインポート・エクスポート機能により開発グループ
の作業分担に柔軟に対応

■システム開発を強力サポート

■システム構成図

■基本機能

MAGNIGEM  Pr o は、開発ツールの操作性を更に向上。開発の効率化を促進します。
システム構築に必要なすべてのデータは、統一したGUI環境下で設定できます。
Uni Codeの採用により、日本語/英語表示とメニューより簡単に切り替えができます。

■より便利になった開発ツール

装置制御アプリ

ヒューマン
インタフェース
アプリ

接続
ライブラリ MAGNIGEM Pro

実行環境
MAGNIGEM Pro
開発ツール

ホスト通信
データ

： MAGNIGEM Proパッケージ
： お客様開発範囲

◆システム開発図

システム構築はわかりやすい表形式のデータ設定です。
　・GEM準拠の各種動作条件（コンフィグレーション）
　・通信パラメータ、アイテム、メッセージ、イベントなどの各種データ
　など、選択入力方式を多用して操作性を向上しました。
標準的なデータはあらかじめ設定済みです。
お客様の手間を省きます。

モニタ機能（リアルタイムモニタ）、ログ機能（ログビューア）など、運用ツールも充実しています。
定義した各種データの検証が、簡単・的確に行えます。

ユーザ定義アイテム、イベント、メッセージなどの定義データは、
テキストファイルをインポート。
MAGNIGEM  Pr o がコンパイルして実行データを作成します。
ユーザ定義アイテム、イベント、メッセージなどはテキストファイ
ルへのエクスポートで再利用が可能です。

開発マンマシン画面 メッセージ 定義画面

リアルタイムモニタ画面 ログビューア画面

300mm 時代を先行するホスト通信システム

使いやすい開発ツールで開発効率を更にUP!

MAGNIGEM P ro 導入例(1) MAGNIGEM P ro 導入例(2 ) 

MAGNIGEM P ro 導入例(3 ) MAGNIGEM P ro 導入例(4 ) 

通常のホストオンライン実装
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MAGNIGEM Proインスタンスを複数生成することにより、
複数ホストとの通信が可能

（装置制御システムとMAGNIGEM Proは別コントローラ
での実装も可能） 複数のアプリケーションから同一Object群の制御が可能

データロガーコンポーネントをMAGNIGEM Pro内部に実装
（対応予定）
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